
令和７年度 シラバス 

教 科 公民 科 目 公共 学 年 第２学年 
学 科
類 型 

商業科 
情報ビジネス科 

単位数 ２単位 教科書 高等学校 公共(第一学習社) 

副教材 学習事項の整理と問題 公共ノート(第一学習者)・ライブ!公共 2025(帝国書院) 

 

学習目標 

１ 年間を通して、公共ノートを全編仕上げることにより、生徒の実力を養成しなおかつ自
信を持たせて自尊感情を高めるように取り組む。 

２ よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。 
３ 公共的な空間に生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図るこ
とや各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さを自覚する。 

 

キャリア 
教育の視点 

進学希望者・就職希望者がいるため「大学でどのような勉強をするのか」あるいは「どの
ような職種の企業に就職するのか」について考えていかなければなりません。 
すべての生徒に政治･経済の基本事項が定着するように教材を精選して学んでいます。 

 
 学習計画及び内容  考 査 
 
 
１ 
 
学 
 
期 

４月 
 

５月 
 

６月 
７月 
 

第１編 公共の扉 
第１章 公共的な空間をつくる私たち 
第２章 公共的な空間における人間として 

のあり方生き方 
第３章 公共的な空間における基本原理 
第２編 自立した主体としてよりよい社会 

の形成に参画する私たち 
第１章 法的な主体となる私たち 
 

 自分を社会のなかでどのように

位置づけ、社会をどう描くかを考

え、多様な人生観や世界観、価値

観をもつ他者とともに生き、課題

を解決していくための力が身につ

くよう学習を深めます。 

 「法とは何か」について立法や

司法との関わりから考えを深めて

いきます。 

 
 
中間考査 
 
 
期末考査 

 
 
２ 
 
学 
 
期 

８月 
 

９月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
 

第２章 政治的な主体となる私たち 
 
 
 
 
第３章 経済的な主体となる私たち 

 政治参加と公正な世論の形成に

ついて、選挙制度・行政とのかか

わりを通じて学んでいきます。 
 メディア・リテラシーが身につ
くように学習を深めていきます。 
 労働者となり、消費生活を営む 
公民として「雇用と労働問題」・
「市場経済の機能と限界」などに
ついて学びます。 

 
 
 
 
中間考査 
 
 
期末考査 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 

２月 
 

３月 

第３編 持続可能な社会づくりの主体とな 
る私たち 

ケーススタディ 

 地球環境問題や生命倫理の問題

について、ケーススタディとして

学びを深めていきます。 
 

 
 
 
 
学年末考査 

 
学 
習 
の 
方
法 

教科書・図説・公共ノートを常に活用し、ある重要語句についての知識が定着するように同じ語句
について３冊で３回に渡り確認させています。 
 よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする姿勢で、学習していける
よう環境を整えます。知識の習得のみにならないよう、持続可能な社会づくりに必要なことを考えさ
せていきます。 

 
評 
価 
の 
仕
方 

評価の観点（「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」）に即して、
定期考査の得点と平常点で算出します。 
平常点は、課題への取組、提出物の状況、授業に取り組む姿勢などで評価します。 

 
備 
考 

授業の進捗状況により、学習計画及び内容について変更されることがあります。 

 


